
担 当 課

担 当 者

連 絡 先

意見公募のテーマ：

①手段別意見応募件数 （意見件数を記入してください。応募者数は（　）書きしてください。）

　(記入例：１人が提出したものに３つの意見が記載されていた場合には、　３（１）と記載してください。)

郵　　　便 ファックス 電子メール 県民課・県民局へ その他の方法 計

７（　２　） 　　　 （　　） ８（　７　） 　　　 （　　）　　　  （　　） １５（　９　）

※｢その他の方法｣の例：意見交換会、電話、イベントなど

②応募意見の政策案等への反映状況

対応状況 件　　数

計 15

③意見募集結果概要書を、1部添付してください。

とりネット
（実施担当課）

報道機関への
資料提供

県議会への報告
県民課等での

縦覧等
広報誌等への

掲　　載
その他

○ ○ ○

※｢その他｣の例：審議会報告など

    他の公表方法として該当するものに○を付してください。

そ　の　他

(例：施策の体系外の意見等)
4

・配慮書の内容は、自己申告なのか（質問）
・事後調査の実施は、事業者の意思・意欲によるものか（質問）
・特別地域の見直しで流域境界、分水嶺や排水系統は把握できるか（質問）
・もっと詳しく教えて欲しい

※上記による分類が困難な場合は、担当課の整理に基づく分類で差し支えありません。

→とりネットのパブコメページ・
　県庁ロビー掲示板で公表します。

検討中又は
今後の検討課題
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・風力発電の規制緩和になるので対象規模を下げる（下限値を設けない）べき
・評価項目を追加すべき。また、対象施設の規模が緩いのではないか
・対象事業の範囲は、工事による直接改変を含むものに限らないこととすべき

対  応  困  難

主　　な　　意　　見

　　　　 反映した

(一部のみ反映したものを含む)

既に盛り込み済み 5

・一定期間の事後調査報告書の公表を義務化すべき
・風力発電の対象とするのは良い
・風力発電の対象事業化により、前倒しの環境影響評価への寄与が期待される
・風力発電の環境影響評価の充実により、設置後の変更や撤去は少なくしたい
・評価書の作成は、事業者だけでなく、県・民間など多面的に評価すべき

パブリックコメント実施結果報告書

平成２４年１１月２８日

環境立県推進課

後藤田

０８５７－２６－７８７６

「鳥取県環境影響評価条例の改正案」について


